
(1) 担当支部： 首都圏　１ 12734
分水嶺区分 2004年 7月 ３・４日 (4)天候

（５）参加者氏名および会員番号
井上隆彦 12472
勝倉　 達　 12523
増田幸雄 12520
成合玲子 12572

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 鳩待峠 139 12 36 5 24.0 1,603 4:30
分水嶺到達点E371 鳩待峠 139 12 36 5 24.0 1,603 10:45 11:33 A-1
E370 中の原 139 12 36 53 144.0 1,771 12:30 12:34 A-1
E369 横田代 139 13 36 53 51.1 1,864 13:03 13:10 A-1
E368 中原山△1968.8 139 14 36 53 52.5 1,977 13:43 13:50 A-1
E367 アヤメ平 139 14 36 54 2.9 1,963 14:05 14:10 A-1
E366 富士見田代 三平峠 139 15 36 54 11.2 1,905 14:40 14:45 A-1
E365 富士見峠 三平峠 139 15 36 54 8.0 1,883 7:00 7:04 A-1
E364 白尾山 三平峠 139 16 36 53 48.5 2,007 7:49 7:56 A-1
E363 セン田代 139 16 36 54 27.0 1,759 8:40 8:43 B-1
E362 皿伏山 三平峠 139 16 36 54 52.8 1,925 9:22 9:47 B-1
E361 大清水平 139 17 36 55 14.1 1,720 10:30 10:43 A-1
分水嶺離別点E360 三平峠 139 18 36 54 57.7 1,780 12:17 12:25 A-1
歩行終了点 大清水 139 18 36 14:00 A-1

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを
記入してください 点名 等級 方位

E368 1968.8ピーク ３ ２７０
E362 皿伏山 ３ 不測定

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

２　公衆便所　富士見小屋前に、東京電力が設置した公衆便所がある。太陽光発電による浄化装置付きの理想的なトイレである。
３　パラボラアンテナ　白尾山西山腹に東京電力のパラボラアンテナが設置、運用されている。

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

山本栄蔵
皆川惠男

鳩待峠～横田代～富士見峠～皿伏山～大清水平～三平峠

至仏山へ往復

鳩待峠までバス利用
経度E

１　木道　　横田代、アヤメ平、富士見田代、大清水平には県又は東京電力が敷設した木道が極めて良好な状態で整備されている。

　　  この区間は、自然公園法の特別保護区に指定されており、立ち入ることが出来ない。

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の特記
事項等との関係

12610三関  清
杉田さかえ

12時間28分総歩行時間（休憩時間を除く）：

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

   写真説明：　写真有り　整理中

　　  上記２区間の分水嶺は、一般道から250m～350m離れている。

三平峠
三平峠

未踏査区間１　中原（Ｎ36-53-44.00  Ｅ139-13-11.20　1800m）～横田代（N36-53-47.60 E139-13-58.30　1920m）　1.375km
          ２　大清水平（Ｎ36-55-14.10  Ｅ139-17-40.80　1720m）～三平峠（N36-54-57.70 E139-18-16.80　1780m）　1.125km

担当区域分水嶺距離　13.0km　　　　踏査済分水嶺距離　10.5km       （ 距離は地形図上計測 ）
未踏査分水嶺距離     　2.5km

１　今年は空梅雨のためか、この山域の湿地は水が少なかった。特に大清水平はほとんど水がなく、干上がった田んぼの状態であった。
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会員番号：皆川惠男
(3)山行日：E371鳩待峠～E360三平峠
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嶺上の主たる人工施設は、以下のとおりであるが、特に地形図との相違点は

木道

木道
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太陽光公衆便所

40.8
16.8


	Sheet1

